【一校目　模範解答】 

上が６７５７７、下が５７５７７、歌の形式。

２０巻の歌集→『万葉集』 そこから歌番号に従って参照。 

巻２　１３９　柿本人麻呂

石見の海　打歌の山の　木の際より

わが振る袖を　妹見つらむや 

いわみのうみ　うつたのやまの　きのまより

わがふるそでを　いもみつらむか 

四角にあてはめてゆくと 

□□□□■□

いわみのうみ

□■□□□□□

うつたのやまの

■□□■■

きのまより

□□□□□□□

わがふるそでを

□□□□□□□

いもみつらむか 

■を抜き出すと「う　つ　き　よ　り」→並び替えて立教 

※試験管は澤潟久孝の万葉集を参照し、３行目の「木の際」を「きのま」と

読みました。

しかし「このま」と読む説もあるそうで、あんたがたにはご迷惑をおかけしました。

ここでお詫び申し上げます。 




巻１９　４２１６　大伴家持 

世の中の　常無きことは　知るらむを
情尽くすな　大夫にして 

よのなかの　つねなきことは　しるらむを
こころつくすな　ますらおにして 

□□□□□
よのなかの
□□□□□■□
つねなきことは
■□□□□
しるらむを
□□□□■□□
こころつくすな
■□□□□□□
ますらおにして 

■を抜き出すと「としくま」→並べ替えると「としまく」 


【答え 立教大学　豊島区にある池袋キャンパス】



